
【嬬恋村】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとする ICT環境によって実現を目指す学びの姿  

１人１台端末を活用し、児童生徒ひとりひとりが広く深く考え、自主的に学ぶ力を身につける事を目指

す。 

ＩＣＴを効率的に活用し、基礎  基本を身につけ、質の高い教育を誰もが場所を選ばず平等に受けられ

る環境を整え、さらなる学力の向上を目指す。 

 

２．GIGA第１期の総括  

国のＧＩＧＡスクール構想を受け、令和２年度に１人１台端末を全児童生徒、全教職員、予備機、合計

６７１台導入し、村内小中学校３校の通信ネットワーク環境整備を実施した。令和３年度より１人１台

端末の運用を開始し、令和３年８月より学習支援ソフトを導入した。中学校より特別教室で１人１台端

末を使用したいと要望があり、令和４ ５年度に未整備だった特別教室に通信ネットワーク環境整備を

実施した。１人１台端末の持ち帰り学習は中学校のみ実施している。教職員の事務軽減のためにヘルプデ

スクを業者に委託し、端末運用の不具合やトラブル解消、年度切替事務に対応している。 

 

３．１人１台端末の利活用方策  

ＧＩＧＡスクール第１期で整備したＩＣＴを効率的に活用し、調べ学習、自分の考えを発表する場面、

児童生徒同士や児童生徒と教員とがやりとりする場面などで１人１台端末を積極的に活用し、個別最適  

協働的な学びの充実を図りたい。 

教室で授業を受けられない場合も１人１台端末で参加できる環境を整備し、学びの保障を行っていき

たい。 

ＧＩＧＡスクール端末の整備 更新を実施し、ＩＣＴ環境を整えてきたい。 


